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令和７年度 第１回稚内市廃棄物減量等推進審議会開催結果（議事録） 

 

１．日時 

令和７年７月 31日（木）午後９時～ 

 

２．場所 

稚内市役所５階 正庁 

 

３．会議の概要 

（1）委嘱状交付 

（2）市長挨拶 

（3）開会 

（4）諮問 

（5）一般廃棄物処理基本計画の改定について 

（6）今後のスケジュール 

（7）閉会 
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以下に、意見及び質疑応答に関する発言を記載しますが、発言者を特定できないように氏

名を伏せています。 

 

【意見・質疑応答】 〇：審議会委員 ◎：アドバイザー ●：事務局 

 

（5）一般廃棄物処理基本計画の改定について 

〇：ごみ排出量は個人の家庭だけですか。それとも企業から出るごみも含まれていますか。 

●：1人当たりの排出量は、家庭から出るごみと事業所から出るごみを含んでいます。 

〇：近くにお店がたくさんあり、大抵はこまどり清掃か、みなと清掃社に出します。その方々

は何を入れてもいいと言っています。生ごみであろうと、段ボールであろうと。45 リ

ッター1つがいくらという契約だから、何でも入れていると言うけど、それでは私たち

が一生懸命に分別しようと町内に言っていることが何の意味もなさない。誰もそれを

点検する人はいない。 

●：こまどり清掃、みなと清掃社の収集したものを市で直接点検はしていないですが、ごみ

処分場では事業者が持ってきたごみについてある程度は検査をし、変なものが入って

いれば指導をして是正を求めていくというような取り組みはしています。 

資料 1 の 2 ページ目の現行計画をご覧ください。推進方策において、市民や事業者に

行動をしていただきたいことを示しています。ごみ処理の責任は市にあるので、稚内市

としてはこういう方策をしっかりとっていきながら是正をしていただければと考えて

います。事業者へのごみに対する説明会などは行われていないので、新しい計画の中で

しっかりと記載をして、実際に動いていけるような体制をとっていきたいと考えてい

ます。 

〇：今の話は、事業系のごみはこまどり清掃、みなと清掃社がそのままごみ処理場に持って

いくだろうと話です。私も全量がそうなのかわからない。だから調査しなくてはいけな

いと思います。市民は 1 枚 80 円で 40 リッターの袋を買っているかもしれないけど、

事業者は 120円なり 130円というそれより高いお金を払って収集してもらっています。

それを自分のところの倉庫に持って帰って、全部開けて分別していますという状況だ

ったら何の問題もない。 

〇：市の収集は、段ボールなら段ボールの回収、一般ごみは一般ごみの車が別々に来ていま

す。企業でも従業員に指導してプラはプラ、缶は缶と全部分けてはいるけど、果たして

こまどり清掃、みなと清掃社が持って行った中で、企業から集めたものを分けてくれて

いるか疑問です。 

●：プラ、缶、ペットボトルも含めて、一般廃棄物の収集事業者で分別は行われています。 

〇：個人が出すものより量的には企業は多いのに、45リッター1袋いくらだから私たちは何

を入れてもいいと言う。そういうところを指導して、きちんと分別してくださいってい

うことは言ってもらわないといけないことだと思います。私たちが一生懸命に分別し
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ても、このようにまとめて処分されるのなら何の意味もないと思います。 

◎：お話のように事業系のごみは家庭ごみと違って金額も違いますし、まちによっても色々

なやり方があるので、こうだとはなかなか言いづらい部分があります。生ごみに限って

言えば、事業者から出る生ごみの分別はできるだけ混ぜないでしっかりしてほしい。収

集業者の方からすると、生ごみを集めてバイオマスプラントに持っていって、次にそれ

以外の物を集めて処分場に持っていくとか資源化施設に持っていくという収集ルート

が、どうしても二度手間、三度手間になるので、まとめて入れてもらってもいいよとい

う場合も多いです。例えば、北広島市では、事業系生ごみの分別の協力が得られない理

由が収集ルートの問題なのです。生ごみだけを一筆書きに集めてパッカー車がいっぱ

いの状態でバイオマスプラントに持っていくことができれば、収集する方も効率が悪

くないので、そういった集め方をして、次に行くときに一般ごみを集めるといった方法

がとれるが、どうしても生ごみの量が少ないと収集する方は効率が悪いので一緒に集

めたがる傾向にあります。市、事業者、収集業者でしっかりと話し合い、できるだけ分

別したものが効率よく集められて施設に行くルートでやっていくというのが大事だと

思います。 

事業系ごみに関しては、昨年度、焼却の関係も含めていろいろな議論をした中で、埋立

処分中心の宿命なのです。事業系は基本的に持ち込みごみで市としては受けざるを得

ない。そこできちんと次から分別してくださいとか、あるいは受取拒否や分別してから

持ってくるようになど強い指導をどの程度実施するのかによって、処分場やリサイク

ル施設の事業者に向けての分別の指導の徹底の仕方がかなり異なります。いろいろな

人間関係もあるので、ある程度はいいとしているところもあれば、厳しく指導している

ところもあります。委員のお話のようにこうすべきだという意見もありますが、事業者

が非常に苦労しているというところをうまく緩和してやっていくしかない。非常に難

しい問題だと思っています。ただし、生ごみはすぐにできると思いますので、やっても

らった方がいいと思います。これが今の事業系ごみに関するコメントです。 

資料 2 の 1 ページ目で、一人一日あたりのごみ排出量が令和 6 年度の実績が 1,212ｇ/

人・日で、その前の 1,300ｇ/人・日台から 100 グラムくらい減っています。資源回収

量が特別多くなっているわけでもなく、減った要因を教えてください。 

●：資料 3 の 1 ページに記載していますが、令和 5 年度に稚内市の処分場に持ち込まれた

海藻類は 577トンで、その他にヒトデ、ヤスデを処分しています。令和 6年度には海藻

類について民間の事業者による処理ルートが確保されました。魚、ヒトデ等の貝類につ

いては自然減という扱いになりますが、こちらも 300トンほど減っています。この 2つ

が大きく減っており、要因だと捉えています。 

◎：資料 3 の 1 ページを見ると、令和 5 年度との比較で家庭系ごみもそれに匹敵するぐら

い減っています。事業系ごみも減っています。海藻類が減ったのはわかりますが、家庭

系と事業系ごみが減ったのはなぜですか。 
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●：事業系ごみについては、我々も細かく分析できていませんが、大型建設工事等の影響な

どで事業系のごみが少し減ったのではないかと思います。家庭系ごみについては、人口

減が主なものです。令和 5 年度と 6 年度での減少を分析しながら、施策としても十分

なところを打って進めていかなければならないと考えています。 

◎：観光客の減少もあるのかもしれませんが、原因をしっかりと分析して、これは原因とい

うよりも良くなることなので、評価が良かったところ反映して次の計画を作ることは

すごく大事だと思います。特異的に令和 5 年と令和 6 年度に階段状に減っているとい

うことも踏まえて、どういったことがより減ったのか、もしそれが非常に良い行動を伴

うのであればそれをもっと伸ばしていこうとなると思います。 

次の計画に向かうときには課題がすごく大事で、課題に対して次の計画でこういうと

ころを直していこうということになります。 

資料 2 の７ページの今後に向けた主な課題として最終処分量の低減があります。これ

はもっともな話ですが、書いてある中身がごみ排出側における意識改革と生活様式の

見直しということで、ごみ減量やリユースに関する 3R のうち 2R に重きを置いていま

す。資料 2 の 4 ページのごみの適正処理の推進でごみ質調査の結果があり、埋立てし

たごみの中に資源となるものがどれだけ入っているかというデータだと思います。生

ごみは水分が多く、資源物は比較的紙が多いので何とも言えないですが、割合として生

ごみと資源物で 50％なので、理想的にいえば埋立てる量が半分になるはずです。最終

処分量を減らすためには、分別をしっかりと徹底していただくことが非常に大事だと

いうことになるので、最初の提言のところにさらなる分別の推進が必要と考えます。去

年実施した中間処理施設の在り方に関してだんだん有利になってきます。規模を小さ

くするとか、あるいは埋立処分量の確保を小さくするとか、いろいろなところで有利に

なってくるのでその割合を減らすような目標設定にしてもいいと思います。 

〇：次の基本計画改定を考える上で重要な 3つの観点に関してご指摘いただきました。それ

は素案の方に活かしていただきたいと思います。最初のご指摘にあったところについ

ては、基本計画の中でも推進方策という形の中で、市民の行動だけではなくて事業者の

行動、そして市の行動、それぞれに関する推進方策、いずれにも協力を求めていくとい

う形になっています。市民の皆さんに共通理解を持ってもらえるような説明の仕方、資

料であるとかいう形を進めていくことだと思います。 

●：資料 3の内訳ですが、この表は稚内市内で発生した一般廃棄物の内訳を示しています。

先ほど委員から色々ご指摘をいただいたのは、許可業者搬入がごみを収集していただ

いている事業者が持ち込んだ量です。令和 6 年度は 3,600 トンのごみの処理を稚内市

にお願いされています。その内、生ごみ 329トンがバイオエネルギーセンターに入って

いるので、埋立てすることなくしっかりと再生されている。この量が全部かと言われる

と確かにごみ処分場のごみの中にも少しは混ざっているということは我々としても認

識しています。たくさん入っていればすぐその場で指導ができますが、紛れてしまった
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ものについては漏れてしまっているということも現実にあります。収集事業者と話を

しながら、決して事業者が何でも捨てているということは決してないと我々は思って

いますが、混ざっているのは現実なので、そこをいかにクリアしていくかというのが課

題と捉えております。 

アドバイザーからごみが入った要因ということでいろいろお話をいただきましたが、

根拠に基づいたお話ができなくて大変恐縮です。稚内市では、コロナ禍においても大型

の建設事業ということで、特に風力発電の建設の関係でものすごい数の方々が稚内市

内に作業員として入っていただいて、稚内で寝泊まりをして飲食をしているというこ

とで経済効果も非常に高かった事業であるとは思っているが、それに伴ってごみも発

生しました。作業員の方々からの一般廃棄物が大量に出ていました。その作業は令和 4

年度がピークで、今まで進んでいたプロジェクトが令和 5年度に竣工したので、今は作

業員の方が少なくなって飲食店の皆さんも含めて経済効果として少し落ちていると思

いますが、それに伴って事業系のごみ、家庭系のごみが少し減少したと考えています。 

〇：アドバイザーからもお話があったように、ごみは経済動向とものすごくリンクしている

部分があるので、ごみの量だけではなく人口世帯それから年齢別の構成比、経済動向を

可能な限り収集してもらいたいと思います。その中で大きいのは観光客の部分だと思

います。観光動向、宿泊の量、それから昨今、ホテルよりもキャンピングカー等でキャ

ンピング場に寝泊まりする方たちも増えています。先程事務局から話があったように、

稚内の工事現場に来られる方たちの宿泊は、ホテル旅館に泊まっていたのか、それとも

アパートなどを借りていたのかを調べていただきたい。特にホテル関係もホテルの食

事を利用することなく、素泊まりとしてコンビニで食べるものを調達することもあり

ますので、そういったことも可能な限り調べてもらいたいと思います。 

家庭系のごみでは生ごみ関係です。ここ 1年ものすごく物価高騰し、食品の一部で品薄

等が発生しております。令和 6年度ではキャベツの高騰で、袋入りで千切りになってい

るキャベツを購入する方が増えた。最近では、お米不足でパックご飯の購入、冷凍のチ

ャーハンやピラフを買うとか、食生活が物価高騰で大きく影響があったと思います。も

ちろん、アフターコロナということで、コロナの期間中の食生活も変わってきて、その

影響がまだ残っています。良い意味でも悪い意味でも残っているという部分もありま

すが、今の物価高騰と品薄は令和 7 年度に大きく影響してくると思います。令和 6 年

以前の動向も含め、消費動向も調べることが必要と思います。特に米不足ということで

パックご飯とかを調達するとプラスチックは発生しますが、プラスチックは軽いので

あまりプラスチックの排出量は大きくカウントされてこないと思います。ですから、そ

ういったことも踏まえて、経済動向、消費動向も合わせてやってもらわないと判断が難

しいところがあると思います。 

今の委員会の構成からいくとちょっと難しいかもしれませんが、家庭系、事業所系の分

科会みたいなものがあって、そういった委員の構成で、それぞれが考えたことを持ち寄
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って総合的に議論するというようなことがあれば、もう少し建設的な発想なりができ

るのではと思います。もし委員としてそういった議論がなかったら、事業所の方たちを

集めてそういう場を設けていただいて、一般市民に関してはワークショップとかをや

る想定でいますが、できれば事業者懇談会とか意見交換会で、一般市民の思っている疑

問も含めて意見を聴取、経済動向も吸い上げる。そういった流れを作っていただきたい

と思います。 

〇：社会的なデータ、経済的なデータ、特に観光系、消費動向も含めて素案の中でできるだ

けこういう形のデータを揃えていくつもりですというところをお示しいただくと具体

的な議論ができると思います。進め方としては今回の計画に関して活かせる形をどん

どん取り入れていただいて、その情報をまた審議会で共有していただいて、ご意見をい

ただけるといいかと思います。 

●：我々としてはごみ全体のことも当然議論をしていかなければいけないところですが、今

回は一般廃棄物処理基本計画というところでいうと、事業者さんから出るのはほとん

どが産業廃棄物なので、その兼ね合いも含めて今回の計画でどういう形がいいのかと

いうことを整理したいと考えています。 

〇：今後に向けた主な課題という部分でお話がありました排出抑制、先ほどアドバイザーか

らお話があった分別のさらなる徹底が循環的利用につながりごみの減少になっていき

ます。稚内は海があり大変豊富な海産資源がある町で、事業系についても魚介系の残渣

が多く出ていると思っています。排出実態の調査をして排出抑制にどうつなげていく

のか、循環的利用をどうつなげていくのか。私が今まで住んでいた町では、生ごみの分

別で有料の袋はなかったので、こういうのがあっていいと思ましたが、手間がかかって

あまり集まっていないという話も聞いているので、分別していただける動機づけみた

いなことも考えていければいいと思います。資源なので他の資源物と同様に無償にす

るとか、安くするとか、その代わりに黄色い袋をちょっと高くするとか、動機づけをし

て、もっと分別していただけるようなものができればと思っています。 

〇：素案の方に生かせる部分は生かしていただいて、今後の課題のような形で、まずは今回

の議論で出たことを整理していただくということでよろしいですか。 

●：市民の皆さんの意識、動機付け、特に生ごみに関しては資源に変わっているということ

で、建設から 10数年経ちましたバイオエネルギーセンターの意義というところもあら

ためて今回の計画で周知方法などを見直して、計画の中で市の働きかけなども見直し

検討していただきたいと思います。 

◎：稚内市は比較的町内会機能で、大きなステーションでごみや資源を集めていると思いま

す。若い方々などの生活形態などが多様になってきている中で、ごみステーションに出

しづらい方とかいると思います。札幌では街の中で結構顕著に現れています。稚内市の

状況がわからずに申し上げますが、そういったことはよくあります。その時に多様な生

活形態とか、多様な資源の受入先があることがすごく大事です。例えば、スーパーマー
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ケットで、トレーや牛乳パックの回収は当たり前になってきましたが、ビン、缶、ペッ

ト、段ボール、あるいは古着などの古布は事業所によっては集めていただけることもあ

る。それは事業者が自分たちで集めたものを自分で売るという活動の一環です。学会で

は民間ルートと言われています。民間ルートが頑張っていただくと、市が集める資源量

は減りますが街全体では資源量が増えるはずです。結果的に埋立量が減るという構図

になるので、稚内市の中で事業者とうまく協力して集められるものはできるだけこの

民間ルートに乗せて資源化していただくということを考えていただく。買い物に行っ

たついでにお店に持っていけば資源回収してもらえてありがたいです。札幌ではマテ

ックが資源循環コンビニという 24時間資源を回収できるボックスがあります。多様な

資源の回収ルートをもう少し考慮していただくと、分別はもう少し進むと思います。 

〇：商売をやっていますが、私たちは独自に分けて出しています。そういうところもあるの

で、必ずしも業者さんに分別しないで出していると考えてほしくないです。ごみの適正

処理で、令和 5 年と 6 年に資源物がすごく減っているのは、この表だけでは読み取れ

ない部分があります。資源物の中に町内会などで集めた廃品回収も入っているのかお

聞きしたいです。 

●：資料 3 の 3 ページに記載させていただいていますが、全体の資源物の量としては入っ

ています。上段の部分が、我々が普段ごみステーションから主に収集しているもの、リ

サイクルセンター等で処理しているものになります。その下が町内会や学校で集団回

収として市が助成金を交付している実績としてカウントしているで、それを合わせた

ものが全体の稚内市が処理している資源物の収集量・処理量としてカウントしていま

す。 

●：委員のお話は資料 2 の 4 ページですね。これは稚内市でごみ質調査を行った内容でご

みステーションに出された黄色い袋を開けてみたという調査です。その時々によって

中身が変わりますが、本来は捨てられないものが 5年度、6年度にこれくらい混じって

いたという結果になります。 

〇：今の資料 2 の 4 ページのごみ質調査の結果を議論しているごみの適正処理推進の部分

に関しましては、アドバイザーからもご指摘がありましたが、理想的にはもう半分です。

事業系だけではなくて家庭系のごみも、あまり実態がよくわかっていません。皆さん一

人一人が生活者ではありますが、ごみ総体としてどうなっているかというのはあまり

よくわかっていない部分が明らかになったのが令和 5 年と令和 6 年の調査結果です。

皆さんが共通の理解を持てる形の情報等の共有をしていけるように進めていけるとい

いかと思います。 

〇：全体的に見ると令和 6年度の一般廃棄物の排出状況を見ると、全体的に減っているので

稚内市の取り組みとしては良い方向に向かっていると思います。ごみを焼却してエネ

ルギーを何かの使い道にするということは、すごく大事じゃないかと思っています。 

香川県の三豊市で、すごくいい取り組みをやっています。人口 6万人弱ですごい結果が
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出ています。ごみ収集車が回収するのではなく、みんなが持ち寄ってすごくきれいにペ

ットボトル、生ごみ、衣類とか何十という分け方をしています。燃やすものは燃やす、

埋立てするものは固形燃料にする。その量がすごく出ています。それを市民に有料で売

って、リサイクル率をすごく上げています。 

これを稚内に適用できないのかなと思うけど、当然そうするまでの施設を作っていく

のにお金もかかりますし、すぐというわけにはいかないけど、そういう取り組みができ

るのであればうまく活用していければと思うし、すごく良い見本なので市の職員の方

に行って見てほしいと思います。 

〇：資料 2の 7ページの分別拡大とありますが、さらなる分別というところも含めて、ここ

に盛り込んで、それを具体的に検討していくときに各地の良い取り組みを市の方でも

調べていただいて、それも審議会で情報共有して、稚内でも中長期的に取り組めたらい

いと議論を深めていくことができたらいいと思います。 

〇：家庭系収集ごみが、令和 6年度 4,820トンのうち、生ごみが 906トンということで、約

4,000トンの家庭系収集ごみ、黄色いごみ袋という認識でいいですか。そのうち、ごみ

適正処理の推進、資料 2の 4ページの調査結果で一般ごみが 49.6％、やや 50％として、

黄色いごみ袋に入っていて正しかったものは約 2,000 トンに値するものだよという認

識です。2,000トンの 34％、700トンぐらいは本当なら生ごみに行くべきだったもので

す。資源物が 16.5％、20％として 400 トンは資源物だったはずだと数字が出ています

が、実際問題、稚内市民の方々が本当に頑張って全部ごみを適正に出した場合、黄色い

ごみ袋が 2,000 トンになって、生ごみが 600 トン、資源物が 400 トン増えましたとい

うときに各施設のキャパとしては十分ですか。 

●：処理能力はあります。機能としては一定程度見込んでいます。 

〇：私の情報が古いのかもしれないですが、ごみをそのまま埋立てたり焼いたりするより、

リサイクルする方がよっぽどコストがかかると認識していますが、すべてきちんと分

別されるようになったときにコスト的に稚内市としては問題がない状況ですか。 

●：審議会の中でも今の料金をどうしていくのかという話もしなければならないと思って

います。ごみ処理に関しては、収集にかかるコスト、中間で処理するコスト、最終処分

にかかるコスト、その比率が変わると構成が変わってきて、一概にどれが一番高いとい

うのはなかなか難しいところですが、一般的にはそのまま収集、全部一緒に収集して穴

を掘って埋めてしまえば一番安いという話がよく出ますが、環境的に考えるとそうい

うことではいけない。稚内市の人口規模、出ているごみの種類、量、それを踏まえてど

れが一番適正なのかというのは、これまでもいろいろお話をさせていただきながら稚

内市として考えてきました。昨年はごみの焼却もいろいろお話をさせていただいて、実

はコストがかかるというお話もあり、いつまでも穴を掘ってごみを埋めるのがいいの

かというところも課題としてあります。ごみの処理は、皆さんの税金を活用させていた

だきながら行っている事業ですので、しっかりと考えながら今後の話も含めてしっか
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りと進めていきたいと思います。 

〇：この会議の最初のときにも発言しましたが、稚内市は黄色いごみ袋に入れたら大体何も

持っていってくれます。それでいいのであればそこに入れるだろうと。青いごみ袋も黄

色いごみ袋も出して値段が変わらないなら、分ける人はいないよというお話をさせて

もらいましたが、思っていることは今も変わっていないです。先ほど事業系ごみが全部

ごちゃ混ぜだというお話もいただいて、やっぱり一般の方々の意識ってそうだよなと

思います。一般ごみもごみ袋の値段に差がなければ、一般ごみに混入することは当たり

前だろうという状況の中で、これから新しい稚内市の一般廃棄物の処理基本計画を作

るのであれば、示さなければならないのは稚内市がどこまでやる気なのかというとこ

ろだと思います。黄色いごみ袋におかしなものが入っていたら持っていかないとか、事

業系のごみに関してもごみの収集業者に新たなパッカー車を貸し出すとか、人間を貸

し出すとか、何かの補助を考えて事業系ごみも分別しやすい状況を作っていくという

ことであれば、ごみ削減できるんだろうなと思います。今のまま、ごみは出しやすい状

況でいきます、事業系のごみに関しては一袋でいきますとこういう形でやっている以

上はいくらここで話をしても意味がないのではないかと思います。 

〇：世代によってごみに対しての認識はものすごく違うと思います。特に高齢のもったいな

いという意識はごみの抑制につながる場面もありますが、逆に食品ロスで考えると結

果的に捨てることになるということもあり、一概に良い悪いは言えないです。これから

の高齢者の方たちは、もったいないという精神が前の世代の方たちよりも薄くなって

いるという部分が危惧しています。逆に若い方はごみ有料化になってからそれが顕著

になっていると思います。ごみの処分はお金を払えば解決できるものだという意識が、

我々世代よりも若い人たちは持っていると思います。特にコンビニのレジ袋を有料化

したことによって、1枚 5円払うのを良しとする人もいれば、それがもったいないとい

う人もいれば、それによってお店の使い分けというのもあると思います。そういった身

近なところでもすでにお金を払えばレジ袋がもらえるということで、ごみをお金で解

決するのと同じような現象が出てきている。若い世代の人たちに理解していただくた

めには、税金という形でどれだけごみに経費をかけているのかということは若い人た

ちにだけでなくアピールしてもらいたい。どれだけ税負担をしているかというのは分

からないと思います。特にこれからの処分場の建設で新たな税負担が発生するので、皆

さんが買っているごみ袋以外の場面で皆さんからもらっている税金がこれだけかかっ

ていると言っていくのは、特に若い人たちのお金さえ払えばというのは 1 枚 5 円を払

うとかこの場面だけのことで言っているので、もっともっとかかっているよというこ

とと、皆さんの将来にそれが大きく負担になってくるよということ。今の社会保障のお

話と同じです。若い人たちに、これからごみだけでなく、いろんなことがあなたたちの

将来に重くのしかかってくるということを全部含めて知らせる。子どもたちに、いかに

ごみ教育を行っていくのかというのは、これからの教育現場の大きな課題になってく
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ると思います。それは決して昔で言う環境教育とかそんな大風呂敷ではなくて、皆さん

が生活している上のごみという一つ低い目線で、だけどそれは環境教育よりももっと

現実味があることでお金のことにもつながってくると思う。もちろん私たち、消費者と

いう部分でも自ら教育していくということを率先していきますけど、子どもたちに教

育と連携して今後ごみ政策を進めるにあたり、切っても切れない関係だと思います。 

世代別の生活特性、世代別の認識も押さえていく。福祉の分野と連携する必要があるか

もしれません。ヘルパーさんが入っていると、その家庭がどういう生活様式なのかが一

番よくわかる。特に高齢者の方の生活自体、ごみ収集の問題にもつながってくると思い

ます。ヘルパーさんに来てもらいたい時間帯は、ごみ収集の時間帯に集中しています。 

最後に、ごみのいろんな案内の中で、ものすごく抽象的であいまいな部分があると思い

ます。ごみステーションにごみを捨てるのは 8 時半までにしてくださいと 8 時半とい

う期限は決まっているけど、何時から出すのが適正なのか正直わからないです。朝 4時、

5時の時間帯だと、もしかして周りの人から白い目で見られているのかなと思っていま

す。一つ一つ分別や収集にあたってのあいまいさを的確にやっていく。若い人たちは、

我々の世代の大分認識がずれてきているので、そこら辺のあいまいさを回避してもら

いたいです。 

●：ルールとしては 8時半までにとしていますが、実際ごみステーションの管理は町内会に

お願いしているのでお任せしてしまっています。今まで市民の皆さんにうまく伝わっ

ていないものがないか振り返って、必要な取組をやり直していきたいと思います。 

〇：生活者の多様な所、ごみの出し方も多様なところもご指摘がありました。まずは基本的

な所として社会的なデータを定量的に確認できるところは確認していく。数字で表現

できないところは委員のご意見を生かして、稚内の特性を確認していけるとよりいい

かと思います。また、将来世代の社会的な税負担を考慮した形で、事務局からありまし

たように収集から最終処分にこれだけかかって、これからもこれくらいかかる可能性

があるということは、重要な認識として持って理解できるように示していく。その時に

も基本計画というものは大切にまとめなくてはいけないところですけれども、受け取

り側が分かりやすいような説明の仕方というものをいろんな形で設けていく。基本計

画でも言葉としてはありますが、それを受け取り側の立場に立った表現にしていく。こ

の審議会でも改善の様子を共有していけるといいと思います。 

〇：以前、幼児教育に携わっていたので、小さい頃からバイオエネルギーに対する認識を身

近に感じられるように教育していくということがすごく大事だと思います。幼稚園や

保育園で聞いていれば、家に帰ってお母さんに伝えることができる。お母さんはそれを

すごく喜びます。親も知らないことをこんなふうに言ってきて、一緒にやろうねって。

そういうふうにつながっていくと思うので、とても大切だと思いました。出前講座も行

っているということですので、幼稚園、保育園、小学校、中学校にどんどん進めていけ

たら浸透していくのではないかと思いました。 
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自分自身でも気になっているのが、大きな研修会とか会議でお弁当が出て、食べ終わっ

た後、そのまま置いていってくださいというのがほとんどです。そこには食べ残しもあ

るし、プラも紙もあるのに置いていってくださいというので置いていくけど、そういう

ところも主催者の方に、ちょっと生ごみだけでもこの袋に入れてくださいというよう

な形で、そのお弁当を配布するところが袋 1 枚用意するということでも違ってくるの

ではないかと思いました。 

〇：10 年以上昔の話ですが、ある中学校で家庭では使ってないけどまだ使えるものを集め

て欲しい方に安くして売るという活動をしていたことがあります。終わった後に大量

に物が残るので、業者に回収してもらった時に分類分けしてお渡ししたところ、業者か

らはこんな分け方しても仕方がないということで、結局一把一絡げでした。今思えば、

業者さん意識だったのかなと。その時はよくわからなくて、持っていく時に結局一緒だ

からという意味だったのか、きちんと分けてないから意味ないよって意味だったのか

はわからないですが。先ほど、業者によっては、きちんと分けてくださいというのもお

聞きしましたが、私も実はその業者の関係では何でもかんでも一緒だから別に分ける

ことないよっていうようなことも聞き、たぶん仕事先でそういうふうにされている方

が、家で細かく分けているとはちょっと考え難いところもあり、すごく疑問に実はずっ

と思っていました。業者によって、きちんと分けたり分けなかったりというのは、規模

の関係なのか、分けられないような内容のものなのか、意識の問題なのか、それでいい

よって言われているからそういうふうにしているのか、その辺の違いがわからないで

す。きちんとしてくださいって言ったらできることなのか、そう簡単にはそういう場所

を設けられないとか、設備が作れないとか、いろいろなことがあると思いますが、やる

なら家庭も業者さんも一緒になってやらないとなかなか減っていかないのではないか

と思いました。 

最後に、青い 1.5 リットルのごみ袋を作っていただいて私も早速利用させていただい

ています。特に夏場は生ごみがすぐ臭ってくるので、こまめに捨てることもできるし、

おそらくそれを利用してごみの中に生ごみを入れなくなった方もいるのではないかと

思います。そういうところから改善していくことで、少しずつ変わっていくのではない

かと思います。 

〇：自宅の向かいにごみステーションがあるので、常にステーションのごみは見ています。

ちょうど国道に行く道路のところにあるから、富岡辺りから来た若い人が車止めてご

みを置いていく。資源ごみの方に一般ごみを入れるので違うとわかるから、ここは町内

で管理しているので住んでいるところのステーションに出してくださいと若い方には

注意をします。ごみを回収したらカゴを逆さにしてくれるのですが、若い人はひっくり

返したカゴの上に置いていく。横にプラスチックとか書いているけど、篭の中を見ない

ので、町内会でごみの横にプレートで、缶、瓶、プラスチックと書いたものを作って、

穴を 4か所開けて、結束バンドで縛ったらいいのではないかということで、町内会の来
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年度の予算に入れることを OKいただきました。そのように少しずつごみを少なくして

いければいいなと思います。 

先ほどの委員のお話のように、小さい時からごみに対しての考えを教えていかないと

いけないと思います。子供を学校に通わせた頃は、ビンや新聞をリサイクルで集めて学

校の何かの教材にしましょうということでしたが、先生方の負担が大変だということ

で無くなったところは多いです。だけど何か違うような気がします。新聞を一生懸命た

めて出したら、遊具の一つに変わるというその思いは良かったと思うので、とっても残

念に思いました。小さい時から、そういう教育って大事ではないかと思います。 

●：同じようなことで苦労されている方はたくさんいます。我々も必要に応じてパトロール

の協力とかさせていただいていますが、正直、イタチごっごに近いところも否めません。

ですが、掲示の方法とか工夫していただいて効果が出てきているということを発信し

たり、共有させていただくということも大事だと思います。環境教育の話は、市内でも

小学校 4 年生では施設見学などをやっています。生活の中でしっかり感じさせるとい

うか、低年齢に向けてもいろんなことを考えさせるということも必要だと思いますし、

特に親がルールを意識していないと、子供が勉強して帰ってきてこうやって分けるん

だよとお母さんに言っても、そんなことしなくてもいいということになります。子供と

親が一緒になって、学んでいただけるような環境をタブレット端末等も使いながら、ま

た施設見学も市内の学校でやっていただいています。市民、子供たちも含めて、行政だ

けでも事業者だけでもだめで、事業系のごみの取扱いもどこかが欠けてもだめだと思

うので、今後どうしていくか新たな計画の中で改善できればと思います。 

◎：まず、コストの点です。確かに埋立てが一番処理コストは安いです。しかし、全部埋立

てましょうとは決してならないですよね。自然というプライスレスなものを少しずつ

費やしながら埋立てるという行為が非常に問題だと私は考えますので、コストだけで

は決められない。 

毎年、処理事業概要のようなものを見ながら議論をしなければならないですが、バイオ

マスセンターでの 1年間の経費がどれくらいかかり、1ｔあたりの処理の料金はどうか

と。エネルギー回収があるので、それを差し引くとこれだけのお金がかかっていますと。

最終処分場もこれだけ水処理施設にお金がかかっていて、これだけ処分するので毎年

これだけかかっていますなど。あるいは、容器包装リサイクルをこれだけ集めて、市と

してはいくつの選別と梱包にこれだけお金かかっている。それから、今はプラスチック

に関しては一部売れるものもありますので、一部売れるものあるいは処理にお金を支

払うもの、収支を一つずつ分別ごとに処理コストを出すことが求められているので、し

っかりと行動するというのが大事だと思います。 

見えないコストは、もう一つあります。既に埋まってしまっている処分場です。そこは、

今ごみを埋め立てているわけではないので、一見処理コストがかかっていないと思い

ますが、水処理だけは永遠と続いています。今は 2つ処分場あります。今使っているの
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と他に 2 つありますが、そこも年間何千万という単位で水処理施設を動かしているの

で、処分場は水が安定するまで運転しなければいけなく、稚内市の場合は生ごみが入っ

ているので、20～30 年は水処理施設を動かさなければならない。将来のコストがかか

っていくことも忘れてはいけないことです。 

それから教育の話が出ましたが、本当にお子さんからの教育が大事です。中学生、高校

生に対する、継続的な体験を通じた教育ということもすごく大事だといわれています。

大人になってくるとだんだん大事なことを忘れてしまいます。 

SDGs の教育を中学、高校でやっており、そういった形でごみに関する教育を体験型で

行っています。それから、社会人、大人に関する教育、自業者さん、役所の新入社員、

ちょうど一人暮らしを始める時に情報提供するもの大事です。各世代に合わせた適切

な教育、情報提供をしていくことがすごく大事だと思っています。 

生ごみの計算が出ていましたけれども、一般ごみ 4,800ｔのうち 900ｔくらいが生ごみ

というところで、黄色いごみをあけたら 34％は生ごみでしたというデータを使って計

算しましたが、稚内市さんの生ごみの分別協力率は 40％です。40％しか生ごみが分別

されておらず、60％が埋立てられているという数値になります。これは北広島市に次い

で低いです。かなり協力率としてはよくない状況です。滝川・砂川・深川は 90％以上

です。もう少し頑張って 50～60％台くらい目指していただきたい。 

 

（6）今後のスケジュール 

〇：当初、ワークショップの話がありましたが。 

●：明確な予定が立っていないので記載できていないですが、９月か 10月中にできればと

思っています。 

◎：昨年度の中間処理施設に関する議論がどのように計画に反映されていくのか。今回の基

本計画の見直しのなかで、広域化や他の市町村との協力をどのように書き込んでいく

か。環境省で言われている脱酸素とかネイチャーポジティブとか素案を作るときには

大事と思います。 

●：今後の施設整備の話につきましては、新たな計画の中でも最終処分場建設着手または中

間処理施設の整備に向けた検討等の内容は、しっかり盛り込んでいく形になります。あ

くまで一般廃棄物処理基本計画といいつつ、それらの施設整備、大きく変わる転換の部

分についてはしっかり計画の中で記載すると考えております。環境の現計画でも、新エ

ネルギーの活用、エネルギーの開発、もっといろいろやっていくというのも記載してい

ますが、現在稚内市でできること、また可能性を満たせるものを意欲的に稚内市の脱炭

素に向かって宣言していますので、エネルギー局ともしっかり連携しながら記載でき

るものを少しでも具体的にしていければと考えています。 

〇：今のやり取りを素案に生かしていただいて、またそれを踏まえてご議論いただけたらと

思います。事務局のポイントを踏まえて、委員の皆さんのご意見、さらなるご意見もあ
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ったらお寄せいただきながら、示されたスケジュールに従って進めます。まずは事務局

の方で、本日のご議論を整理して、また、それを議員の皆さんに共有していただいて、

基本計画書として生かしていくのか、今後の取組として生かしていくのかというとこ

ろを整理しながら、次の素案を土台とした議論を進めていけるといいのかなと思いま

す。 

 

以上 


